

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































い」と記している。Anne J.Davis and Marsha 
Fowler、和泉成子訳「文献に見られるケアリ
ングとケアの倫理：明らかになっていることと
問いかけが必要なこと」小西恵美子監訳『看護
倫理を教える・学ぶ　倫理教育の視点と方法』
日本看護協会出版会、2008年、pp.168-169.
　 　上記の２冊の記述から、〈ケアリング〉の概念
規定が十分に吟味・検討されていないのは、日
本だけではなく、ケアリングが発祥したアメリ
カにおいても同じであることがわかる。
（４）論文検索サイト「CiNii」を用いて文献検索を
行ったところ、1998年から2014年7月までに
発表された日本語のケアリング研究論文は144
編あり、入手可能な文献について論旨把握を行
なった。
（５）看護学に関する教育はその対象によって「看護
基礎教育」と「卒後教育」の二つに区別されて
いる。「看護基礎教育」は看護師になるための
教育であり、「卒後教育」は看護師になってか
らの教育を示している。教育の場は、「看護基
礎教育」は大学、短大、専門学校などの教育施設、
「卒後教育」は、勤務施設や研修施設等である。
本稿で「看護師養成教育」は看護基礎教育を指
す。
（６）それまでの看護師養成教育は、臨床実習という
名称を用いた見習い的扱いとして労働力として
捉えられていた。
（７）看護行政研究会『看護六法平成26年版』新日
本法規出版、1148-1153頁
（８）同上、1148-1153頁
（９）ここであげられている社会変化は、人口の高齢
化の急速な進展、疾病構造の変化、医療の高度
化と専門化、国民の健康意識の深まり、家族の
機能の変化の５つである。
（10）看護行政研究会『看護六法平成26年版』新日
本法規出版、1223頁
（11）1987年の看護職員需給率は92.2％であった。
100％に達するのにその後6年かかっている。
日本看護協会「厚生労働省等の看護行政の足跡」
『保健師助産師看護師法60年史』、2009年、128
頁
（12）看護行政研究会『看護六法平成26年版』新日
本法規出版、1258頁
（13）リアリティショックとは、学生時代の期待と社
会人の生活の現実があまりにかけ離れているた
めに、不安や葛藤が起こることである。新人看
護師の場合、学生時代では1対1の看護を実習
で学んでいることに対し、新人看護師として1
人で複数の患者のケアをすることや、夜間勤務
における状況や責任の重圧であるといわれる。
このリアリティショックが原因となり、入職1
年未満の離職率の高さが問題化された。
（14）看護養成カリキュラムの改正は、看護基礎教育
に限定せずにすべての改正を含めると、現在ま
でに22回も行われている。
（15）看護師養成教育課程は、３年課程、２年課程、
５年一貫教育などがあるが、本稿では３年課程
のみを示すこととする。この場合の看護師には
准看護師は含まない。
　　 （看護行政研究会『看護六法平成26年版』新日
本法規出版、1591−1597頁）
（16）各教育機関による教育目的はそれぞれの設置基
準によって以下のように定められている。
　　 大学：学部等の専攻に係る専門の学芸を教授す
るとともに、幅広く深い教養及び総合的な判断
力を培い、豊かな人間性を涵養する 。（大学設
置基準第19条）
　　 短期大学：学科に係る専門の学芸を教授し、職
業又は実際生活に必要な能力を育成するととも
に、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、
豊かな人間性を涵養する 。（短期大学設置基準
第5条）
　　 専修学校専門課程：職業又は実際生活に必要な
能力を育成する 。（学校教育法第82条の２）
（17）看護系大学院の促進は1987年の「看護制度検
討会報告書」の中で、「その時代の変化に即応
した看護教育及び研究を総合的に行う教育者、
研究者を我が国において育成することができる
よう、大学院の設置が求められて」いると書か
れている。（看護六法、1218頁）
　　 1992年には4校だった看護系大学院数は、2012
年には141校になった。（「医学教育をめぐる諸
125
看護師育成としての〈ケアリング〉教育のあるべき姿
問題」文部科学省高等教育局医学教育課、2015
年1月　http://www.mext.go.jp/component/a_
menu/education/detail/　検索日2015年8月27
日
（18）日本看護協会広報部「2014年病院における看
護職員需給状況調査」速報http://www.nurse.
or.jp/up　検索日2015年3月31日
（にしだえみ　研究員）
